
2026年ジュニアナショナルチーム（U15）選出
第26回全日本中学生バドミントン選手権大会
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毎月1日に発行しており、前月25日ごろから発行日
の前日までにお届けしています。電子版を
読んでいて紙配布が不要な場合や、届かな
い場合は、　または電話で市民だより受付
センター（☎93-1801）へ。
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市からのお知らせ・情報は
こちらから

暮らしの情報が手軽に受け取れるアプ
リです。

受け取る情報の選択、オンライン申請
などができます。

防災、気象、防犯・学校情報などを受
け取れます。

※対 どなたでも、 定 特になし、 ￥ 無料の場合は省略。
※申  はメニューの便利機能タブ､ 予約ボタンから申込み。
※あいち電子申請・届出システムは、一部のスマホなどで
　利用できない場合があります。
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カンガルールーム　 1012227
　マークの記事はカンガルールームで6カ月
以上の未就学児をお預かりします。
※利用は市内在住、在勤または在学の人のみ。

　令和8年度刈谷市総合式典を開催し、永年にわたり地
方自治、社会福祉、教育文化などに貢献された方や、善行
の児童・生徒の皆さんなどへ表彰状、感謝状を贈呈させて
いただきました。皆さまに深く敬意と感謝の意を表すると
ともに、本市としましても、市民の皆さまが元気に、笑顔で、
未来へ希望を持って安心して住み続けられるよう、「人が
輝く 安心快適な産業文化都市」の実現に向けて取り組ん
でまいります。

稲垣 武 市長

の原動力！

刈谷ですてきな活動をしている人を紹介します！

兄と姉の影響で始めたバドミントン
松本さんがバドミントンを始めたのは小学1年生の頃。「練習

に行く兄や姉と一緒に、幼稚園の頃から体育館に行っていたの
で、私も自然と始めていた」と当時を振り返ります。

所属しているチームの練習は週5日。平日は2時間、休日は1
日中練習する日もあり、基本的なショットを打つ基礎練習や、打
ち方のテクニックを磨く技術練習をしています。「練習中は常に
試合を意識して、練習したことを試合で発揮できるよう心掛け
ている」と試合に向けた準備に抜かりがありません。

得意なプレーは「ラウンドからのクロスリバース」と話す松
本さん。利き腕とは反対側の後方に来たシャトルに対して、ス
トレートへ打つように見せながらラケットの面を使ってシャト
ルをクロスに落とすプレーで、「相手が予測していない球を打つ
駆け引きと、長いラリーの後に得点できた時が楽しい」と笑顔
を見せます。

ジュニアナショナルチームで技術を磨く
過去に出場した大会の成績を見たナショナルチームの強化部

から推薦され、選考合宿に参加。候補者全員と対戦し、勝率に
よりジュニアナショナルチームに選出されました。「うれしくて、
これからもっと頑張ろうと思った」とバドミントンに取り組む
決意を新たに代表合宿に参加し、全国から集まった選手たちと
切
せ っ さ た く ま

磋琢磨しながら練習しています。
また、県の代表として出場した全日本中学生バドミントン選

手権大会では、「絶対に自分が1勝してチームに貢献したい」と
いう思いで試合に臨み、予選リーグで勝利を収めました。チー
ムの決勝トーナメント進出に貢献し、「自分の役割を果たせてほ
っとした。試合に勝ったうれしさでいっぱいだった」と振り返
ります。

全国大会でメダル獲得を目指し、世界へ
「8月の全国中学校バドミントン大会と、9月のJOCジュニア

オリンピックカップでメダルを取ることが目標」と力強く話す
松本さん。ジュニアナショナルチームで国際大会への出場も目
指す松本さんの挑戦はこれからも続きます。

プロフィール
井ケ谷町在住、富士松中2年

生。クラブチーム「はりーあっぷ
ジュニア（大府市）」所属。好きな
言葉は「挑戦」で、日々の練習でも
挑戦することを心掛けている。

クラブチームのイベント

チームの仲間とおいし
いものを食べたり、ゲー
ムをしながらおしゃべり
したりすることが楽しみ。

バドミントンで活躍する
兄と姉

今は離れて暮らしてい
ますが、大きな大会がある
と応援に行くことも。姉
の中学生時代の成績と勝
負しています。
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